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シリーズ こくさいのまど ●��

神戸ＹＭＣＡが、学習やコミュニケーションにつまずきのある子どもたちの発
達を支援するサポートプログラムを開始してから、����年度で��周年を迎えま
した。

これまでの歩みを振り返り、新しい時代を見据えながら、学び方の違う子ども
たちが認められ、主体的に生きていく力を身につけるために、私たち大人に何が
できるかを考えます。

保育や教育に関わられる方々、保護者、支援者の方々など、多くの皆さまのご
参加をお待ちしております。

日時：����年２月��日（土）��:��～��:��（開場��:��）
場所：西宮市フレンテホール
　　  西宮市池田町��-�フレンテ西宮�Ｆ JR西宮駅南出口から徒歩�分
定員：���名
参加費：���円（当日受付にてお支払いください）
申込：WEBにてお申し込みください。
　　  http://urx�.nu/WA�r

今年の夏、大阪ＹＭＣＡが主催する、一週間のシンガポール語学研修に参加
しました。現地のインターナショナルスクールで午前は英語の授業を受け、午
後はスクールバスで海やスポーツパーク等に行き、学校の友だちと楽しく交流
しました。

シンガポールの国際色の豊かさには驚きました。公用語は英語と中国語で６
割がアジア系、他にもインドや欧州系の人が見られました。私のクラスの先生も
トルコ出身で、一口に英語と言っても、色々なアクセントがありおもしろかった
です。

私がこの研修で一番頑張ろうと思っていたことは、自分から現地の人に話し
かけることです。日本人同士でかたまりがちになっていたので、休み時間は教
室を抜け出して、先生や他クラスの生徒に話しかけに行きました。初めてカナダ
人の先生に話しかけようとした時、全然話せなくて一気に自信を失いましたが、
話しかけることをやめませんでした。

今の時代、英会話の習得だけなら日本にいてもオンラインレッスンで出来ま
すが、留学をすることは、必ずそれ以上の収穫があると感じました。周りに家族
も友だちもいない、自分で行動するしかない環境だからこそ、一歩踏み出す勇
気が自分を大きく成長させ、強くしてくれたのだと確信しています。

神戸ＹＭＣＡ高等学院　２年生　外島　汐理

神戸ＹＭＣＡサポートプログラム
２５周年記念シンポジウム

年間聖句 「命の泉はあなたにあり
　　　　　あなたの光に、わたしたちは光を見る。」（詩編��編��節）

皆様にはご健勝にて新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
さて、「その時から新しい生き方が始まった」は震災の�年後に発行された阪神淡路大震災救援活動報告書の表題です。希

望に満ちた新しい生き方や、既存の生活を復旧・復興ではなく、「新生」したいという当時の山口徹総主事はじめ関係者の願
いが込められています。そして��年、日本は度重なる自然災害に見舞われ、今、この時もその影響を受けている方々が多くお
られます。またボランティア元年と呼ばれ、ＮＰＯ法人が設立されたことは今の時代にも大きな潮流として引き継がれていま
す。災害時におけるＹＭＣＡの働きを考えた時、救援活動はＹＭＣＡの日常的な事業活動ではありませんが、歴史を振り返る
と関東大震災以来の実績があります。様々な他団体、グループと連携して、困窮し、悲しむ人びとに対して支援の手を差し伸
べ、短期的な救援活動に止まらず、心のケアにいたるまで、苦しむ人々に継続的に寄り添ってきました。このような力はキャン
プ等、野外活動で培われた非日常での活動が災害時に生かされたこと、地域での長年の活動を通して培った信頼感が基盤
となっています。

昨今、「VUCA」の時代と呼ばれています。これはVolatility（変動性・不安定さ）、Uncertainty（不確実性・不確定さ）、
Complexity（複雑性）、Ambiguity（曖昧性・不明確さ）の�つの頭文字から取った言葉で、現代の経営環境や個人のキャリア
を取り巻く状況を表現するキーワードとして使われています。南海トラフ地震、首都直下型地震等への備えだけではなく、先
行き不透明なこれからの時代において、私たちに求められる「新しい生き方」というのは何でしょうか。この��年の節目に考
えたいと思います。

����年も皆様のご参加とご支援をお願い申し上げます。

迎　　春
～ その時から新しい生き方が始まった ～

学び方の違う子どもたちに必要な支援を考える
～子どもたちが主体的に生きていく力を育むために～

神戸YMCA
会　長　中道 基夫 総主事　井上 真二

Program
[第一部]　基調講演　��:��～��:��
　　　　  「子ども達に関わる大人にできること」 
　　　　     　　　 金 泰子先生（大阪医科大学小児科医師）
[第二部]　パネルディスカッション　��:��～��:��
コーディネーター　竹田 契一先生（大阪教育大学名誉教授）
パネリスト　　　　金 泰子先生（大阪医科大学小児科医師） 
　　　　　　　　  西岡 有香先生（大阪医科大学LDセンター）
　　　　　　　　  サポートプログラム卒業生保護者
後援　神戸新聞社、神戸市教育委員会、
　　　神戸市社会福祉協議会、西宮市教育委員会、
　　　西宮市社会福祉協議会、ワイズメンズクラブ六甲部

問い合わせ先：西宮ブランチ ����-��-����
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神戸市立西体育館

ファミリーウエルネスセンター
ランゲージセンター
専門学校
西宮YMCA
余島野外活動センター
デイキャンプ＆コミュニティサービス（兼キャンプ事務局）
国際・奉仕センター
ウエルネスセンター学園都市
西神戸YMCA
神戸YMCA高等学院
YMCAおひさま
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西神南YMCA
須磨YMCA
YMCA保育園
西宮YMCA保育園
西神戸YMCA保育園
神戸学園都市YMCAこども園
神戸YMCAちとせ幼稚園
YMCAちとせ保育ルーム
西神戸YMCA幼稚園
西宮つとがわYMCA保育園
あかしこども広場
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個人消息

��/�� 藤田侑衣さん（ちとせ幼稚園）に第�子（長男） 一惠（いっけい）くんが
誕生しました。

◆赤ちゃん誕生おめでとうございます◆

��/�� 大谷友香さん（ちとせ幼稚園）が中野覚斗さんと結婚されました。

◆ご結婚、おめでとうございます◆

この他にも、国際協力募金、東日本震災復興募金等、多数の募金をただいており
ます。
感謝をもってご報告します。

感謝・寄附

寄附・献金

津村信子、高道彰子、横山勝彦・由利亜、余島キャンプＯＢＯＧ会、
日本ハンドベル連盟関西支部、西宮ワイズメンズクラブ、
神戸西ワイズメンズクラブ、宝塚ワイズメンズクラブ、
神戸ポートワイズメンズクラブ、芦屋ワイズメンズクラブ、
神戸ワイズメンズクラブ

子ども奨学金

川原　真

（敬称略、順不同）（前号掲載以降～11/30現在）

浜脇留守家庭児童育成センター

近年、保育園や幼稚園・こども園と小学校の接続が、子どもたちの豊かな育ちに
とって重要であることが、実践研究の結果などから明らかになってきました。これは、
園と小学校でイベントを行うという連携にとどまることなく、互いに先生が園や小学
校での取り組みを見学し合ったり、カリキュラムレベルでも接続していくというもの
です。園では最高学年の�歳児さんはいろんなことができるようになり、年下の子ど
もたちからは憧れの存在なのに、�年生になると一番下の学年で、何もできない存在
と思われる傾向があります。そうではなく、�年生でもできることはたくさんあり、成長
の途上なのだという認識が大切なのです。YMCAのこども園でも「神戸つばめプロ
ジェクト」として、地域の小学校の先生方と一緒に、より一層協力しつつ、子どもたち
の育ちの連続性を高めていきたいと思います。

神戸市立西体育館では日頃から地域の方々が様々な運動で利用されています。
その皆さんの心を和ませているのが西体育館の花壇です。この花壇は神戸市の市民
花壇として承認を得ており、西体育館花壇グループ「HANA CLUB（ハナクラブ）」とい
うボランティアの方々のお手入れによっていつもきれいな花が咲いています。HANA 
CLUBのメンバーは神戸市シルバーカレッジの卒業生有志の集まりで、毎月第�水曜
日に集まり、雑草の除去や土の手入れ、花の入れ替えをしていただき今年で�年目
を迎えています。利用者の皆さんからも「花壇きれいやね」「気持ちが明るくなるわ」
など、うれしいお声をいただきます。利用者の中には毎年、ユリの球根をご寄付くだ
さる方もおられます。ボランティアの方々の丁寧な手入れによって�年中きれいな花
が咲いている花壇ですので、近くまで来られた際はぜひお立ち寄りください。

西宮YMCAでは、西宮市より指定管理者としての選定を受け、�つの育成センター
で学童保育を行っています。そのうちの�つ、浜脇育成センターでは、�～�年生の計
���名の子どもたちと日々を過ごしています。

今、子どもたちは、クリスマスに向けての取り組みを行っています。クリスマス工作
では、画用紙の色や飾りつけを工夫し、世界で一つしかない個性あふれる立体カー
ドができました。また、クリスマス会に向けて、ダンスやけん玉、漫才、マジックなど、
出し物の練習もしています。「これやってみよ！」「私が�年生に教えるわ！」と、みんな
で�つのことに取り組む中で、真剣な顔、満足そうな顔、とびっきりの笑顔と、たくさん
の表情が見られます。

友達や支援員と過ごす時間の中で、色々な経験をし、様々な感情を知ることで、ひ
と回りもふた回りも大きく成長してほしいと願っています。これからも、子どもたち、
保護者の方々、関わってくださるすべての人にとって居心地の良い、温かい場であり
たいと思います。

神戸学園都市YMCAこども園


